
　

過
疎
対
策
に
つ
い

て
は
、
昭
和
�5
年
に

「
過
疎
地
域
対
策
緊

急
措
置
法
」
制
定
以

来
、
３
次
に
わ
た
る

特
別
措
置
法
の
制
定

に
よ
り
、
総
合
的
な

過
疎
対
策
事
業
が
実

施
さ
れ
、
過
疎
地
域

に
お
け
る
生
活
環
境

の
整
備
や
産
業
の
振

興
な
ど
一
定
の
成
果

を
上
げ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、

人
口
減
少
と
高
齢
化

は
特
に
過
疎
地
域
に

お
い
て
顕
著
で
あ
り
、

路
線
バ
ス
な
ど
公
共

交
通
機
関
の
廃
止
、

医
師
及
び
看
護
師
等

の
不
足
、
耕
作
放
棄

地
の
増
加
、
森
林
の

荒
廃
な
ど
生
活
・
生

産
基
盤
の
弱
体
化
が

進
む
な
か
で
、
多
く

の
集
落
が
消
滅
の
危

機
に
瀕
す
る
な
ど
、

過
疎
地
域
は
極
め
て

深
刻
な
状
況
に
直
面

し
て
い
る
。

　

過
疎
地
域
は
、
我

が
国
の
豊
か
な
自
然

や
歴
史
・
文
化
を
有

す
る
ふ
る
さ
と
の
地

域
で
あ
り
、
ま
た
、

都
市
に
対
し
て
、
食

料
の
供
給
・
水
資
源

の
供
給
、
自
然
環
境

の
保
全
と
い
や
し
の

場
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
森
林
に
よ
る

地
球
温
暖
化
の
防
止

に
貢
献
す
る
な
ど
の

多
面
的
・
公
共
的
機

能
を
担
っ
て
い
る
。

　

過
疎
地
域
は
、
国

民
共
通
の
財
産
で
あ

り
、
国
民
の
心
の
よ

り
所
と
な
る
美
し
い

国
土
と
豊
か
な
環
境

を
未
来
の
世
代
に
引

き
継
ぐ
努
力
を
し
て

い
る
地
域
で
あ
る
。

　

現
行
の
「
過
疎
地

域
自
立
促
進
特
別
措

置
法
」
は
、
平
成
22

年
３
月
末
を
も
っ
て

失
効
す
る
こ
と
と
な

る
が
、
過
疎
地
域
が

果
た
し
て
い
る
多
面

的
・
公
共
的
機
能
を

今
後
も
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
引
き

続
き
、
過
疎
地
域
の

振
興
を
図
り
、
そ
こ

に
暮
ら
す
人
々
の
生

活
を
支
え
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　

過
疎
地
域
が
、
そ

こ
に
住
み
続
け
る
住

民
に
と
っ
て
安
心
・

安
全
に
暮
ら
せ
る
地

域
と
し
て
健
全
に
維

持
さ
れ
る
こ
と
は
、

同
時
に
、
都
市
を
も

含
め
た
国
民
全
体
の

安
心
・
安
全
な
生
活

に
寄
与
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
総
合
的
な
過

疎
対
策
を
充
実
強
化

さ
せ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
新
た
な

過
疎
対
策
法
の
制
定

を
強
く
要
望
す
る
。

新
た
な
過
疎
対
策
法
の

制
定
に
関
す
る
意
見
書

　

近
年
、
地
球
温
暖

化
が
深
刻
な
環
境
問

題
と
な
る
中
で
、
環

境
資
源
と
し
て
の
森

林
に
対
し
強
い
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
林
業
を
取

り
巻
く
厳
し
い
状
況

の
中
で
、
森
林
経
営

は
脆
弱
化
し
、
そ
の

担
い
手
で
あ
る
山
村

は
崩
壊
の
危
機
に

立
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、

森
林
整
備
を
推
進
し

て
い
く
た
め
に
は
、

森
林
所
有
者
の
森
林

経
営
意
欲
を
創
出
す

る
た
め
の
施
策
の
推

進
は
も
と
よ
り
、
森

林
・
林
業
の
担
い
手

で
あ
る
山
村
の
再
生

に
向
け
た
積
極
的
な

取
組
が
極
め
て
重
要

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
時
期

に
、
国
有
林
野
事
業

は
「
行
政
改
革
推

進
法
（
平
成
18
年
６

月
）
」
に
基
づ
き
業

務
・
組
織
の
見
直
し

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

国
有
林
の
管
理
運
営

体
制
の
崩
壊
が
危
惧

さ
れ
る
。

　

今
後
の
林
政
の
展

開
に
当
た
っ
て
は
、

森
林
吸
収
源
対
策
の

推
進
は
も
と
よ
り
、

特
に
、
国
有
林
野
事

業
等
に
お
い
て
、
水

源
林
等
公
益
森
林
の

整
備
、
更
に
は
、
地

域
林
業
・
木
材
産
業

の
振
興
を
通
じ
た
山

村
の
活
性
化
に
十
全

に
寄
与
出
来
る
よ
う
、

強
く
要
請
す
る
。

国
に
よ
る
公
的
森
林
整
備
の
推
進
と
国
有

林
野
事
業
の
健
全
化
を
求
め
る
意
見
書
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